
守〉ペニシリンアレルギーに対する経口負荷試験

チャレンジテストは予約にて実施(午前10:00) 

体制が惑い時は検査を延期、予約取り直し

検査円前は抗ヒスタミン薬抗アレルギー薬を休薬

テスト使用薬 : ワイドシリン細粒20% (0.25grで、分包したものを用意)

パセトシンカプセル250

イ本重 5kg 10kg 20kg 30kg 

ワイドシリン細粒20%(gr) →で吾

通常l回市 0.25 0.5 1.0 1.25 

1包=0.25gr 1 {.よ 2包 4包 5包

パセトシンカプセル250

経口服用によるチャレンジテストの方法・判定方法

初回一日-iE1ifl凹最の10分のlとする

初回テスト 小児 ・・・全散を水で溶解10分のl位を使用

大人・・・ワイドシリン創11粒20%1包 (0.25gr)の半f11ピを使用

服用30分後診察・*IJ定 陰性・・・小児は残薬(10分の9)を服用

大人

l〆
ICap 

大人はノξセトシンカプセル250を1cup服用

陽性・・・テスト中止対症療法へ

服用111寺間後診察・判定

検1t中はアレルギー症状出現の有無に注視し、症状あれば診察とする

C 
パセ卜γンDS アモキ、ンγリンの10fi}倣 19r=アモキシシリン100mg
ワイドシリンDSアモキシシリンの20f百i放 0.5gr=アモキシ・ンリン100mg
パセトシンカプセノレ250 Icup=アモキシシリン250，叫

'b 30分後 診察 判定 問tl

小児1回量 パセトシン DS Igr/回/i4>illIOkg
ワイドシリン DSO.5gr/回/体i{OOkg

C 大人1回量アモキシシリン 250羽田/回
パセ卜シンカプセJレ2502.5gr =ワイドシリン1.25gr

'd ] 11寺間後 3IV6ドwlミZ 判定

陰n
テスト中止

対旋療法:抗ヒスタミン薬

ノレート確保、緊急対応


